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村政を問う！
一般質問

村長—相手との協議を前向きに進めていき、
私自ら航路を体験しに行きたい 議員　山 森 清 志

国
内
外
交
流

　

事
業
に
つ
い
て

　

宗
谷
町
村
会
と
東
京
都
港
区

と
の
連
携
事
業
「
情
報
発
信
Ｐ

Ｒ
事
業
」
「
地
場
産
品
の
販
路

拡
大
」
「
経
済
交
流
や
人
的
交

流
の
推
進
」
の
具
体
的
な
実
施

計
画
と
は
な
に
か
。

「
情
報
発
信
Ｐ
Ｒ
事
業
」

で
は
み
な
と
区
民
祭
り

へ
の
参
加
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

制
作
、
特
産
品
配
合
の
お
菓
子

の
配
布
、
地
域
居
住
相
談
窓
口

設
置
、
「
地
場
産
品
の
販
路
拡

大
」
で
は
札
幌
市
の
飲
食
店
と

締
結
し
た
連
携
協
定
に
基
づ
い

た
事
業
を
計
画
し
て
い
る
。「
経

済
交
流
や
人
的
交
流
の
推
進
」

に
お
い
て
は
地
元
の
情
報
や
魅

力
を
各
町
村
職
員
が
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
イ
ベ
ン
ト
開

催
を
計
画
し
て
い
る
。

将
来
的
に
は

　

ど
う
す
る
の
か

将
来
的
に
住
民
も
参
加
す
る
計

画
は
あ
る
の
か
。

宗
谷
管
内
９
町
村
の
会

議
の
中
で
提
案
を
し
て

い
き
た
い
。

内
灘
町
と
の

　

文
化
活
動

　
　

血
税
を
投
入
す
る
以
上
継

続
性
の
あ
る
計
画
を
実
施
で
き

る
よ
う
提
案
す
る
べ
き
で
は
な

い
の
か
。
さ
ら
に
石
川
県
内
灘

町
と
の
「
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活

動
で
の
両
町
村
の
児
童
生
徒
等

に
よ
る
交
流
事
業
」
「
ふ
る
さ

と
納
税
謝
礼
品
」
取
り
扱
い
に

つ
い
て
の
計
画
を
聞
く
。

内
灘
町
と
友
好
都
市
提

携
し
て
い
る
羽
幌
町
が

行
っ
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

の
交
流
事
業
に
参
加
し
て
い

る
。
返
礼
品
は
６
種
類
３
品
目

を
取
り
扱
っ
て
い
る
。
内
灘
町

で
開
催
さ
れ
た
「
世
界
凧
の
祭

典
」
へ
参
加
し
て
い
る
。

村
単
独
で
は

　

で
き
な
い
の
か

　

羽
幌
町
と
セ
ッ
ト
で
は
な
く

本
村
単
独
で
で
き
な
い
も
の

か
。

夏
休
み
期
間
中
限
定
の

事
業
で
日
程
調
整
が
付

か
な
い
現
状
が
あ
り
今
後
検
討

し
て
い
き
た
い
。

交
流
事
業
の

　

今
後
の
計
画
は
？

　

オ
ジ
ョ
ー
ル
ス
キ
イ
村
と
の

交
流
事
業
が
諸
般
の
事
情
で
今

年
度
空
路
で
の
訪
問
と
な
っ
た

が
来
年
度
以
降
の
計
画
を
聞

く
。

基
本
は
サ
ハ
リ
ン
航
路

の
継
続
で
あ
り
今
年
８

月
の
訪
問
時
に
改
め
て
協
議
し

た
い
。

空
路
で
の
利
用

　
　
　
　

確
認
は
？

　

サ
ハ
リ
ン
航
路
が
運
航
し
な

か
っ
た
場
合
空
路
を
利
用
す
る

か
確
認
は
で
き
て
い
る
の
か
。

相
手
方
の
様
々
な
事
情

も
あ
り
訪
問
時
に
確
認

を
し
て
き
た
い
。

村
長
自
ら
体
験
を

　
　
　

し
て
み
て
は

　

実
施
し
た
り
、
し
な
か
っ
た

り
と
い
う
事
態
に
な
っ
た
場
合

参
加
で
き
な
い
学
年
の
子
ど
も

達
が
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

現
在
の
航
路
を
村
長
も
体
験
す

る
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

実
施
を
ど
の
様
な
も
の

に
す
る
の
か
、
来
年
度

以
降
団
長
と
し
て
是
非
船
に

乗
っ
て
行
き
た
い
。

基
幹
産
業
の
発
展

　

と
新
産
業
の
創
造

　

「
地
方
版
Ｉ
Ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
」

に
選
定
さ
れ
た
が
基
幹
産
業
構

想
で
ど
の
様
な
事
業
計
画
が
策

定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

住

民

向

け

ワ

ー

ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど

を
経
て
作
業
を
進
め
た
い
。
事

業
の
一
環
と
し
て
テ
レ
ワ
ー
ク

拠
点
整
備
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。

申
請
し
た
以
外
の

　

業
種
に
参
加
は
？

　

申
請
し
た
段
階
時
以
外
の
業

種
、
今
後
Ｉ
Ｏ
Ｔ
推
進
ラ
ボ
に

参
加
す
る
こ
と
は
可
能
か
。

あ
ら
ゆ
る
業
種
で
今
後

協
議
を
し
な
が
ら
新
規

の
追
加
を
し
て
い
き
た
い
。

問答問

答問

答答

答答

問問

問

サハリン航路は今後継続するべき
子ども達のためにも

答

問

内灘町との交流事業

答問

答 問

2さるふつ議会だより　№154



村政を問う！
一般質問

議員　小山内 浩一

空
き
家
の
現
状
と

　
　

対
策
に
つ
い
て

　

村
全
体
で
の
空
き
家
率
、
空

き
戸
数
に
つ
い
て
、
空
き
家
の

危
険
度
・
景
観
・
ご
み
の
不
法

投
棄
等
を
含
め
た
現
状
確
認
等

の
調
査
の
有
無
は
な
い
の
か
。

一
般
住
宅
36
戸
。
村
営

住
宅
23
戸
。
村
職
員
住

宅
16
戸
。
教
職
員
住
宅
２
戸
で
、

合
計
77
戸
。
消
防
支
署
で
実
態

調
査
を
行
い
、
危
険
な
状
態
と

判
断
さ
れ
る
場
合
は
文
書
に
よ

り
所
有
者
等
に
管
理
の
改
善
を

促
し
て
い
る
。

調
査
結
果
の
行
方
は

　

そ
の
調
査
結
果
は
、

消
防
だ
け
で
な
く
、
建
設
課
・

総
務
課
・
住
民
課
と
横
断
的
な

形
で
デ
ー
タ
を
共
有
し
て
い
る

の
か
。

結
果
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
で
は
共
有
し
て
い

る
が
、
建
設
課
、
住
民
課
と
の

共
有
は
な
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

　
　
　
　
　

の
現
状
は

　

平
成
29
年
３
月
に
猿
払
村
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
が
制
定
さ
れ

た
が
、
現
在
ま
で
の
登
録
の
状

況
、
実
績
は
ど
う
か
。

制
度
開
始
以
来
、
２
件

の
登
録
が
あ
っ
た
が
、

い
ず
れ
も
登
録
が
抹
消
さ
れ
て

お
り
、
現
在
は
登
録
者
が
い
な

い
。

空
き
家
対
策
計
画
の

　
　
　

村
長
の
考
え
は

　

平
成
27
年
に
空
き
家
対
策
特

別
措
置
法
が
制
定
さ
れ
た
が
、

猿
払
村
で
の
空
き
家
対
策
計
画

の
策
定
と
、
村
長
の
考
え
は
。

空
き
家
を
未
然
に
防
ぐ

た
め
に
、
空
き
家
等
対

策
の
計
画
策
定
を
急
が
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
思
う
が
、
内
部

の
体
制
整
備
を
し
、
条
例
化
を

含
め
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

空
き
家
に
な
る
前
の

　
　
　
　
　

対
策
と
は

　

猿
払
村
で
も
予
備
空
き
家
が

数
多
く
あ
る
と
思
う
。
空
き
家

に
な
っ
て
か
ら
で
は
な
く
、
空

き
家
に
な
る
前
の
対
策
も
必
要

と
考
え
る
。
村
と
し
て
の
事
前

対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

空
き
家
に
な
る
前
の
対

策
と
な
る
と
、
居
住
し

て
い
る
住
宅
が
対
象
に
な
り
、

そ
の
所
有
者
等
へ
の
啓
発
活
動

が
重
要
と
考
え
る
。
空
き
家
バ

ン
ク
制
度
の
適
正
な
運
用
が
特

に
有
効
で
、
住
民
に
制
度
理
解

を
得
ら
れ
る
よ
う
に
対
応
し
て

い
き
た
い
。

稚
内
―
サ
ハ
リ
ン

　

定
期
航
路
に
つ
い
て

　

２
０
１
６
年
か
ら
サ
ハ
リ
ン

海
洋
汽
船
が
運
航
し
て
い
る

が
、
来
年
以
降
の
定
期
航
路
の

存
続
に
向
け
、
村
と
し
て
稚
内

市
と
更
な
る
強
力
体
制
を
築
く

べ
き
と
考
え
る
が
、
村
長
の
考

え
は
ど
う
か
。

航
路
継
続
の
観
点
か
ら

見
た
場
合
に
、
不
安
定

な
状
況
だ
ろ
う
と
思
う
。
日
本

側
も
応
分
の
経
営
負
担
を
し
て

い
く
こ
と
が
、
存
続
し
て
い
く

た
め
に
欠
か
せ
な
い
要
素
だ
と

思
う
が
、
稚
内
市
の
支
援
に
委

ね
ざ
る
を
え
な
い
の
が
実
情

で
、
今
後
稚
内
市
と
協
力
体
制

を
構
築
し
な
が
ら
航
路
継
続
の

た
め
努
力
を
し
て
い
き
た
い
。

こ
の
先
の
大
切
な
航
路

　
　

の
存
続
に
つ
い
て

　

稚
内
市
、
道
北
地
域
の
み
な

ら
ず
、
日
本
と
し
て
も
重
要
な

航
路
と
考
え
る
。
北
海
道
、
国

に
も
理
解
を
求
め
、
稚
内
市
、

宗
谷
地
区
が
１
つ
に
な
っ
て
、

こ
れ
か
ら
永
続
的
な
支
援
体
制

の
構
築
を
求
め
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
村
長
の
考
え
は
。

航
路
存
続
に
よ
り
、
人

的
交
流
や
経
済
交
流
の

面
か
ら
も
発
展
性
が
期
待
で
き

る
な
ど
、
こ
の
航
路
を
存
続
さ

せ
て
い
く
と
い
う
強
い
思
い
を

持
ち
、
宗
谷
地
域
全
体
の
枠
組

の
中
で
、
国
や
道
な
ど
の
関
係

機
関
に
強
く
働
き
か
け
て
い
き

た
い
。

問問 答

問

答

答

答

問

村長—前向きに検討し、積極的な呼びか
けをしていきたい

この村のために
必要なものを今後残してほしい

答問

答問

サハリン航路の船

答

問
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村政を問う！
一般質問

観光にもっと力を入れるべきだ
猿払には良い所がまだある

議員　高 橋　　透

観
光
に
つ
い
て

　

観
光
事
業
の
推
進
は
、

村
民
参
加
型
の
村
外
・
都
市
部

に
向
け
た
取
り
組
み
が
必
要
と

考
え
る
。
村
に
落
ち
た
金
額
の

分
折
が
必
要
と
思
う
が
、
村
長

の
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

観
光
客
誘
致
事
業
と
大

手
旅
行
会
社
に
よ
る
企

画
と
観
光
協
会
と
の
連
携
で
、

道
の
駅
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
及
び
さ
る
ふ
つ
観
光
祭
を
実

行
委
員
会
組
織
で
開
催
し
て
い

る
。
村
内
経
済
へ
の
波
及
効
果

の
検
証
は
重
要
で
あ
り
、
緊
急

に
把
握
出
来
る
方
法
を
模
索
し

た
い
。

観
光
と
い
う
概
念
の

　
　
　
　
　
　

再
確
認

　

村
民
と
共
に
、
猿
払
の
魅
力

を
発
信
す
る
手
立
て
が
必
要
と

思
う
。
「
観
光
」
と
い
う
概
念

を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。

村
に
村
外
の
人
を
招
き

入
れ
る
形
に
物
足
り
な

さ
を
感
じ
て
い
る
。
行
政
主
導

的
に
や
っ
て
き
た
部
分
も
、
今

後
村
民
を
巻
き
込
み
、
全
道
・

全
国
・
世
界
へ
発
信
し
て
い
き

た
い
。

道
の
駅
の
活
用
方
法

　

観
光
に
特
化
し
た
企

業
は
村
で
は
初
め
て
で
あ
り
、

道
の
駅
管
理
棟
の
年
間
活
用
方

法
等
を
協
会
と
協
議
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

村
観
光
振
興
の
た
め
収

益
事
業
に
積
極
的
に
取

り
組
む
こ
と
を
期
待
し
、
村
も

出
来
る
限
り
支
援
し
た
い
。
道

の
駅
管
理
棟
な
ど
の
効
果
的
な

活
用
方
法
も
引
き
続
き
協
議
し
、

鋭
意
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の

　
　
　
　
　

利
用
方
法

　

役
場
内
で
の
観
光
業
務
に
後

戻
り
し
な
い
よ
う
、
支
援
が
必

要
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
年
間
利
用

方
法
の
検
討
が
必
要
と
思
う
。

昨
年
も
20
回
程
度
イ
ベ

ン
ト
を
開
催
し
て
い
る
。

ふ
れ
あ
い
動
物
園
な
ど
、
子
ど

も
達
に
も
好
評
を
得
て
い
る
。

今
後
施
設
利
用
を
空
か
す
事
無

く
活
用
す
る
た
め
各
種
団
体
と

連
携
し
考
え
て
行
き
た
い
。

猿
払
の
自
然
を

　

も
っ
と
観
光
に

　

エ
サ
ヌ
カ
線
の
一
本
内
側

の
「
浅
茅
野
台
地
11
号
線
」
は
、

モ
ケ
ウ
ニ
沼
と
酪
農
地
帯
を
展

望
出
来
る
景
色
の
良
い
と
こ
ろ

で
あ
る
。
農
業
と
観
光
を
融
合

し
た
道
路
と
位
置
付
け
舗
装
整

備
出
来
な
い
か
。

モ
ケ
ウ
ニ
沼
周
辺
の
景

色
は
貴
重
な
景
勝
地
と

認
識
し
て
い
る
。
観
光
資
源
整

備
と
し
て
活
用
で
き
る
有
利
な

財
源
を
、
引
き
続
き
道
・
国
と

協
議
を
進
め
て
参
り
た
い
。

牛
乳
と
肉
の
館
で
の

　
　

製
品
開
発
の
今
後

　

牛
乳
と
肉
の
館
で
の
商
品
化

と
体
験
実
習
で
の
利
用
は
、
ま

ず
ま
ず
の
評
価
を
得
て
い
る
。

製
品
開
発
の
今
後
の
計
画
に
つ

い
て
伺
い
た
い
。

地
場
産
品
開
発
係
を
設

置
し
、
チ
ー
ズ
「
ホ
タ

コ
ロ
」
、
塩
バ
タ
ー
の
２
種
類

を
開
発
し
た
。
新
た
に
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
製
品
の
開
発
を
進
め

て
い
る
。商

品
開
発
と

　

販
売
営
業
力
の
一
体

　

商
品
開
発
と
販
売
営
業
力
は

一
体
と
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
が
、
そ
の
体
制
は
。

新
商
品
開
発
に
併
せ
、

全
国
的
な
販
路
拡
大
を

目
指
し
、
パ
ソ
コ
ン
等
か
ら
直

接
注
文
で
き
る
販
売
展
開
も
視

野
に
入
れ
検
討
中
で
あ
る
。

工
場
再
編
の

　

考
え
は
あ
る
の
か

　

工
場
と
し
て
の
規
模
の
問
題

が
発
生
し
な
い
か
。
規
模
拡
大

あ
る
い
は
工
場
の
再
編
の
考
え

は
な
い
か
。

商
品
の
製
造
・
販
路
拡

大
に
は
、
製
造
コ
ス
ト

は
大
き
な
課
題
と
な
る
。
ま
ず

は
「
ふ
る
さ
と
納
税
」
の
返
礼

品
の
状
況
と
全
国
展
開
の
販
路

を
見
極
め
検
討
し
た
い
。

畜
産
振
興
公
社

　
　
　

に
つ
い
て

　

酪
農
産
業
へ
の
貢
献
に
加
え

て
、
利
用
目
的
も
広
が
っ
て
い

る
。
畜
産
振
興
公
社
と
し
て
、

現
状
維
持
で
良
い
の
か
伺
い
た

い
。

３
セ
ク
で
企
業
感
覚
も

取
り
入
れ
、
猿
払
酪
農

と
牛
乳
乳
製
品
の
Ｐ
Ｒ
が
目
的

で
あ
っ
た
。
商
品
開
発
と
販
路

拡
大
に
努
力
し
、
民
間
企
業
へ

の
継
承
と
機
械
設
備
の
投
資
を

視
野
に
入
れ
、
経
営
努
力
を
続

け
た
い
。

問答

答答 問問

答 答

答

問

問

村長—これからも村の魅力などを増やし
ていけるよう努力していく

問答

問

問答

答問
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条

例

村
税
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
30
年
度
税
制
改
正
「
生

産
性
向
上
特
別
措
置
法
」
が
公

布
さ
れ
、
村
税
条
例
に
お
い
て

適
用
と
な
る
内
容
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
所
要
の
改
正
を
行
う
も

の
。
中
小
企
業
者
が
生
産
性
向

上
の
た
め
先
端
機
械
装
置
な
ど

を
導
入
す
る
に
あ
た
り
、
導
入

促
進
基
本
計
画
の
認
定
を
受
け

た
場
合
に
、
税
制
の
支
援
な
ど

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
内
容

で
あ
る
。

議

決

案

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

　

浜
猿
払
辺
地
に
お
け
る
総
合

整
備
計
画
に
つ
い
て
、
「
飲
用

水
供
給
施
設
」
及
び
「
ス
ク
ー

ル
バ
ス
」
の
事
業
費
を
追
加
し
、

「
辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
の
た
め
の
財
政
上
の

特
別
措
置
等
に
関
す
る
法
律
」

の
適
用
を
受
け
事
業
を
実
施
す

る
た
め
、
総
合
整
備
計
画
を
変

更
す
る
も
の
で
あ
る
。

辺
地
に
係
る
公
共
的
施
設
の

総
合
整
備
計
画
の
変
更
に
つ
い
て

　

浅
茅
野
台
地
辺
地
に
お
け
る

総
合
整
備
計
画
に
つ
い
て
、「
ス

ク
ー
ル
バ
ス
」
の
事
業
費
を
追

加
し
、
「
辺
地
に
係
る
公
共
的

施
設
の
総
合
整
備
の
た
め
の
財

政
上
の
特
別
措
置
等
に
関
す
る

法
律
」
の
適
用
を
受
け
事
業
を

実
施
す
る
た
め
、
総
合
整
備
計

画
を
変
更
す
る
も
の
で
あ
る
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

︵
第
２
号
︶

　

２
億
１
４
２
５
万
２
千
円
を

減
額
、
総
額
43
億
６
３
９
７
万

９
千
円
。

　

村
営
住
宅
浜
鬼
志
別
団
地
の

跡
地
利
活
用
に
向
け
た
調
査
設

計
費
、
各
地
域
集
会
施
設
へ
設

置
す
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
購
入
費
の
新
規

計
上
、
前
年
度
実
質
収
支
額
の

確
定
に
伴
う
財
政
調
整
基
金
へ

の
積
立
金
、
民
営
賃
貸
住
宅
建

設
促
進
事
業
助
成
金
な
ど
を
追

加
計
上
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算　

︵
第
１
号
︶

　

３
４
４
万
４
千
円
を
追
加
、

総
額
３
億
１
６
６
１
万
４
千
円
。

　

前
年
度
実
質
収
支
額
の
確
定

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追
加

計
上
、
労
務
単
価
の
改
定
に
伴

う
水
道
メ
ー
タ
ー
器
取
替
手
数

料
、
狩
別
浄
水
場
滅
菌
装
置
故

障
に
伴
う
設
備
更
新
工
事
の
追

加
計
上
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

︵
事
業
勘
定
︶
補
正
予
算

　
　
　
　
　
　

︵
第
１
号
︶

　

４
０
６
１
万
円
を
追
加
、
総

額
５
億
３
６
３
８
万
９
千
円
。

　

前
年
度
実
質
収
支
額
の
確
定

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追
加

計
上
、
基
金
積
立
金
及
び
国
保

保
健
指
導
事
業
費
の
新
規
計
上
。

介
護
保
険
特
別
会
計

︵
保
険
事
業
勘
定
︶

　

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

　

４
４
６
万
８
千
円
を
追
加
、

総
額
２
億
５
３
０
５
万
３
千
円
。

　

前
年
度
実
質
収
支
額
の
確
定

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追
加

計
上
、
過
年
度
分
の
精
算
に
伴

う
介
護
給
付
費
交
付
金
等
の
新

規
計
上
、
介
護
給
付
費
等
の
確

定
に
伴
う
過
年
度
分
返
還
金
の

新
規
計
上
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

　

17
万
円
を
追
加
、
総
額
３
４

１
５
万
８
千
円
。

　

前
年
度
実
質
収
支
額
の
確
定

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追
加

計
上
、
広
域
連
合
納
付
金
の
追

加
計
上
。

人

事

案

件

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

浅
茅
野
台
地

　

井
上　

喜
代
志　
　

さ
ん

任　

期

　

平
成
33
年
６
月
28
日
ま
で

教
育
委
員
会
委
員

浜
鬼
志
別

　

榛　

澤　

弘　

章　

さ
ん

任　

期

　

平
成
34
年
６
月
29
日
ま
で

諮
問
ー
人
権
擁
護
委
員
候

補
者
の
推
薦

鬼
志
別
北
町

　

小　

俣　

孝　

子　

さ
ん

任　

期
（
３
年
間
）

　

平
成
30
年
10
月
か
ら

第２回定例会（６月26～27日）
～こんなことが決まりました～
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報告第１号 平成 29年度繰越明許費繰越計算書

※平成 30 年度へ繰越　　　　　　　　　　（単位：円）

事　業　名 繰越額

簡易水道等施設整備生活基盤近代化

事業（道営畑地帯総合整備事業）

14,125,000

合　計 14,125,000

報告第２号 法人の経営状況について

有限会社 猿払振興公社

【業務内容】

　公共施設の清掃等管理及び給食調理業務

【職員数】

　常勤役員１名　正職員 19 名

【平成 29 年度決算】

○売上総利益 130,754,163 円

○販売費及び一般管理費 131,779,451 円

○営業損失 1,025,228 円

○営業外収益－特別損失 50,690 円

○税引前当期損失 974,598 円

○法人税・住民税 80,000 円

○当期損失 1,054,598 円

○前期繰越利益 5,028,951 円

○当期未処分利益 3,974,353 円

報告第３号 法人の経営状況について

有限会社 猿払村畜産振興公社

【業務内容】牛乳・乳製品の処理・製造・販売

【出資内容】猿払村 260 万円：JA 東宗谷 40 万円

【平成 29 年度収支決算】

○製品販売収入 18,928,283 円

○指定管理料・施設使用料等 7,437,635 円

○原材料費（支出） 9,280,488 円

○人件費（支出） 5,811,402 円

○水道光熱費他支出 6,546,615 円

○税引前当期純利益 4,727,413 円

○法人税・住民税・事業税 1,162,200 円

○当期純利益 3,565,213 円

○前期未利益剰余金 11,110,911 円

○当期未利益剰余金 14,676,124 円

乳製品販売状況 平成２９年度 平成２８年度

さるふつ牛乳

（200ｍℓ）
30,762 本 31,642 本

さるふつ牛乳

（900ｍℓ）
8,959 本 10,235 本

さるふつ

アイスクリーム
29,886 個 22,333 個

ソフトクリーム

ミックス

（900ｍℓ）

640本 673本

さるふつバター 10,310 缶 9,487 缶

ホタコロ

（チーズ）
1,157 箱 1,650 箱

陳

情
・

意

見

書

「
こ
れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に
関

す
る
指
針
」
を
見
直
し
、
機
械
的

な
高
校
統
廃
合
を
行
わ
な
い
こ
と

を
求
め
る

陳
情
・
意
見
書

【
陳
情
者
】
ゆ
き
と
ど
い
た
教

育
を
す
す
め
る
北
海
道
連

絡
会

【
内　

容
】
地
域
住
民
や
保
護

者
の
声
を
大
切
に
し
、「
こ

れ
か
ら
の
高
校
づ
く
り
に

関
す
る
指
針
」
を
見
直
し

て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て

「
機
械
的
」
な
統
廃
合
を

行
わ
な
い
こ
と
を
求
め
る

も
の
。

【
提
出
先
】
北
海
道
議
会
議
長
、

北
海
道
知
事
、
北
海
道
教

育
委
員
会
教
育
長

２
０
１
９
年
度
地
方
財
政

の
充
実
・
強
化
を
求
め
る

陳
情
・
意
見
書

【
陳
情
者
】
自
治
労
猿
払
村
職

員
労
働
組
合

【
内　

容
】
２
０
１
９
年
度
の

地
方
財
政
予
算
全
体
の
安

定
確
保
を
目
指
し
て
、
国

お
よ
び
関
係
行
政
庁
に
対

策
を
求
め
る
も
の
。

【
提
出
先
】
内
閣
総
理
大
臣
、

内
閣
官
房
長
官
、
総
務
大

臣
、
財
務
大
臣
、
経
済
産

業
大
臣
、
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
地
方
創
生
規
制

改
革
担
当
）
、
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
経
済
財
政

政
策
担
当
）
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報告第４号 猿払村ふるさと寄附金運用状況

◆猿払村ふるさと寄附金は６項目の区分で使途を定め、

寄附者の申出に基づき区分毎に受領。

○平成 29 年度の受領総額は 196,917,113 円

　（16,460 件）

○受領した寄附金は条例に基づき基金に積み立て、「猿

払村ふるさと応援基金」として管理。

①　地産発信普及事業実行委員会補助金

②　商業振興事業補助金

③　イトウ保護看板

④　浜鬼志別小学校遊具設置工事

⑤　教材教具備品購入（ＩＣＴ・プロジェクター）

⑥　小中学校学習意欲向上サポート事業

⑦　子育て講演会

⑧　未満児保育室空調設備設置工

⑨　鬼志別保育所加湿器設置事業

⑩　猿払村国際交流協会補助金

⑪　国内友好都市交流事業補助金

⑫　移住促進事業

⑬　冬季イベント実行委員会補助金

⑭　観光協会補助金

報告第５号 専決処分について

物損事故に係る損害賠償額の確定

【内容】公用車と他車の接触による物損事故において示

談が成立し、損害賠償額が確定したため。

⑮　生涯学習講演会

⑯　新エネ・省エネ設備等導入促進補助金

⑰　地域交流施設グランドピアノ購入事業

⑱　村営スキー場斜路整備工事

⑲　民営賃貸住宅建設助成

○平成 29 年度末の基金残高

　148,128,217 円

研
修
会
及
び
行
政
視
察

宗
谷
管
内
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　
５
月
15
日
、
豊
富
町
で
開
催

さ
れ
７
名
が
参
加
。

　

認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ロ
ベ

ツ
・
エ
コ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

嶋
崎
暁
啓
事
務
局
長
よ
り
「
農

地
開
拓
に
よ
っ
て
減
少
さ
せ
た

サ
ロ
ベ
ツ
湿
原
を
、
自
然
再
生

と
農
業
振
興
＝
人
間
の
営
み
と

の
共
存
を
目
指
し
、
次
世
代
に

美
し
い
自
然
を
引
き
継
ぐ
環
境

教
育
活
動
」
に
つ
い
て
講
演
を

受
け
ま
し
た
。
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区
の
配
水
管
の
移
設
を
行
う
必

要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
工
事

費
の
計
上
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算
︵
第
１
号
︶

　

３
０
０
万
円
を
追
加
、
総
額

１
億
９
２
７
３
万
５
千
円
。

　

前
年
度
実
質
収
支
額
の
確
定

に
伴
う
前
年
度
繰
越
金
の
追
加

計
上
、
民
間
ア
パ
ー
ト
建
設
に

伴
い
排
水
設
備
を
新
設
す
る
必

要
が
生
じ
た
こ
と
に
よ
る
、
調

査
設
計
費
の
追
加
計
上
。

北
海
道
町
村
議
会
議
員
研
修
会

　

７
月
３
日
、
札
幌
市
コ
ン
ベ

ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ

れ
８
名
全
員
が
参
加
。

　

歴
史
家
・
作
家
の
加
来
耕

三
氏
よ
り
「
明
治
維
新
か
ら

１
５
０
年
、
現
在
そ
し
て
未
来

を
考
え
る
」
、
後
半
に
は
日
本

大
学
法
学
部
・
教
授
岩
井
奉
信

氏
よ
り
「
現
代
日
本
政
治
と
政

局
の
ゆ
く
え
」
と
題
し
、
講
演

を
受
け
ま
し
た
。

道
内
先
進
事
業
施
設
等
視
察

　

７
月
２
日
に
当
麻
町
、
７
月

４
日
に
比
布
町
に
お
い
て
、
先

進
事
業
等
施
設
の
視
察
を
行
い

ま
し
た
。

　

２
日
の
当
麻
町
で
は
地
産
木

材
建
築
に
よ
る
「
役
場
新
庁

舎
」
と
「
公
民
館
ま
と
ま
ー
る
」

を
視
察
し
、
施
設
の
利
用
に
あ

た
っ
て
の
工
夫
な
ど
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

４
日
の
比
布
町
で
は
「
上
川

農
業
試
験
場
」
を
視
察
し
ま
し

た
。

　

極
寒
の
冬
で
も
野
菜
が
栽
培

で
き
る
技
術
を
活
用
し
た
、
農

業
用
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
の
見
学

を
行
い
ま
し
た
。

視
察
の
受
入

青
森
県
外
个
浜
町

議
会
議
員
視
察

　

６
月
29
日
、
青
森
県
外
个
浜

町
よ
り
議
員
７
名
が
来
村
さ
れ

ま
し
た
。

　

「
ホ
タ
テ
漁
業
が
成
功
に
至

る
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
」「
資

源
管
理
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
」
「
ホ
タ
テ
漁
業
者
と
加
工

業
の
連
携
に
つ
い
て
」
な
ど
村

よ
り
現
状
・
取
組
み
を
説
明
後
、

村
漁
協
さ
ん
の
ご
案
内
を
い
た

だ
き
、
ほ
た
て
総
合
加
工
場
、

漁
港
の
視
察
を
さ
れ
ま
し
た
。

（加来　耕三氏の講演）

当麻町公民館「まとまーる」農業用ビニールハウスの視察

(来村された青森県外ヶ浜町議 )

第
２
回
臨
時
会

　

平
成
30
年
第
２
回
臨
時
会

が
、
７
月
31
日
に
開
催
さ
れ
財

産
の
取
得
、
一
般
会
計
特
別
会

計
補
正
予
算
に
つ
い
て
審
議

し
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

補

正

予

算

一
般
会
計
補
正
予
算

　
　
　
　
　

︵
第
３
号
︶

　

７
９
２
万
９
千
円
を
追
加
、

総
額
43
億
７
１
９
０
万
８
千

円
。

　

商
業
振
興
事
業
助
成
金
の
新

規
計
上
、
野
球
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
の
全
道
大
会
出
場
経
費
に
対

す
る
補
助
金
、
簡
易
水
道
事
業

及
び
下
水
道
事
業
各
特
別
会
計

に
お
け
る
施
設
整
備
費
等
に
対

す
る
繰
出
金
の
追
加
計
上
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算　

︵
第
２
号
︶

　

４
９
３
万
３
千
円
を
追
加
、

総
額
３
億
２
１
５
４
万
７
千

円
。

　

芦
野
配
水
池
に
設
置
し
て
い

る
非
常
用
発
電
機
の
故
障
に
伴

う
修
繕
料
の
計
上
、
浜
猿
払
地
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議
会
の
う
ご
き

５　

月

15
日　

宗
谷
管
内
町
村
議
員
研

修
会

　
　
　

（
豊
富
町
）

24
日　

第
１
回
臨
時
会

25
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

29
日　

総
務
経
済
常
任
委
員
会

　
　
　

道
外
行
政
視
察

　
　
　

（
青
森
県
・
岩
手
県
）

31
日　

南
宗
谷
衛
生
施
設
組
合

議
会

６　

月

３
日　

名
寄
駐
屯
地
創
立
65
周

　
　
　

年
記
念
式
典

12
日　

道
町
村
議
長
会
総
会

20
日　

第
３
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

25
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

26
〜
27
日 

第
２
回
定
例
会

27
日　

第
４
回
総
務
経
済
常
任

　
　
　

委
員
会

29
日　

青
森
県
外
ヶ
浜
町
議
会

来
村

７　

月

２
〜
４
日 

全
道
町
村
議
員
研

修
会
及
び
道
内
視
察

　
　
　

（
札
幌
市
・
当
麻
町
・

比
布
町
）

６
日　

戦
没
者
追
悼
式
（
交
流

セ
ン
タ
ー
）

14
日　

稚
内
市
制
施
行
70
年
記

念
式
典

20
日　

高
齢
者
・
身
障
者
大
運

動
会

24
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

31
日　

第
２
回
臨
時
会

　
　
　

第
５
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

８　

月

５
日　

北
海
道
１
５
０
年
記
念

　
　
　

式
典
（
札
幌
市
）

７
日　

平
成
29
年
度
国
保
病
院

事
業
会
計
決
算
審
査

８
日　

林
活
議
連
全
道
総
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

22
日　

議
会
広
報
研
修
会

　
　
　

（
札
幌
市
）

22
〜
24
日 

平
成
29
年
度
各
会

計
決
算
審
査

27
日　

例
月
現
金
出
納
検
査

　
　
　

第
６
回
総
務
経
済
常
任

委
員
会

　
　
　

第
３
回
議
会
広
報
委
員
会

第
１
問

猿
払
村
の
浅
茅
野
に
は
あ
る

森
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
名
前
は
な
ん
で
し
ょ
う
。

①　

玉
子
の
森
猿
払

②　

王
妃
の
森
猿
払

③　

王
子
の
森
猿
払

④　

王
様
の
森
猿
払

第
２
問

猿
払
村
に
は
数
多
く
の
沼
が

あ
り
ま
す
。
中
で
も
代
表
的

な
サ
ル
コ
ツ
沼
、
ポ
ロ
沼
、

カ
ム
イ
ト
沼
、
モ
ケ
ウ
ニ
沼

の
ほ
か
、
有
名
な
も
う
１
つ

は
な
ん
で
し
ょ
う
。

①　

キ
リ
マ
沼

②　

キ
シ
マ
沼

③　

キ
モ
マ
沼

④　

キ
フ
マ
沼

みんな正解できたかな？

この場所が気になったらぜひ

行ってみてね！

答
え　

第
１
問 

③　

第
２
問 

③
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～みんなの村政です～

議会を傍聴してみませんか
村議会は、村の予算や身近な問題について話し合う大切な会議の場です。

●お問い合わせは、議会事務局へお気軽にお尋ね下さい。【電話 2－3366】

この用紙は再生紙を使用しています。
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あなたの声を

村議会に

聞かせてください

第６回

　
第
６
回
目
は
、
平
成
30
年
４
月
に
芽
室
町
よ
り

猿
払
村
役
場
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
河
村

さ
ん
で
す
。

　
現
在
は
議
会
事
務
局
に
、
勤
務
さ
れ
て
い
ま
す
。

―

猿
払
村
に
定
住
さ
れ
た
経
緯
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

　札
幌
市
で
開
催
さ
れ
た
宗
谷
管
内
の
町
村
説
明

会
に
参
加
し
、
そ
こ
で
猿
払
村
の
こ
と
に
つ
い
て

の
説
明
を
聞
い
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。

　
そ
し
て
村
の
試
験
を
受
け
て
合
格
す
る
こ
と
が

で
き
た
の
で
、
猿
払
村
役
場
に
就
職
い
た
し
ま
し

た
。

―

住
ん
で
み
て
ど
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
ち
ま
し

た
か
。

　
猿
払
村
に
住
ん
で
４
か
月
が
経
ち
ま
し
た
が
、

村
の
人
は
と
て
も
優
し
く
て
正
直
感
動
し
ま
し
た
。

猿
払
村
に
勤
め
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
か
ら
周
り
の

友
達
か
ら
「
村
八
分
に
あ
う
ぞ
」
な
ど
言
わ
れ
ま

し
た
が
、
そ
ん
な
こ
と
も
な
く
毎
日
楽
し
く
過
ご

せ
て
い
ま
す
。

―

猿
払
村
に
「
住
み
や
す
い
」
と
感
じ
る
と
こ
ろ
、

魅
力
に
感
じ
る
と
こ
ろ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で

す
か
？

　
私
は
今
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を
や
っ
て
い
る
の
で
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
る
環
境
が
あ
る
こ
と
で
す
。

　
そ
し
て
安
く
て
綺
麗
な
憩
い
の
湯
が
あ
る
こ
と

で
す
。
毎
週
疲
れ
を
取
り
に
行
っ
て
い
ま
す
。

―

猿
払
村
の
「
住
み
づ
ら
い
」
と
感
じ
る
と
こ

ろ
は
ど
の
よ
う
な
と
こ
ろ
で
す
か
？

　
１
人
暮
ら
し
を
始
め
て
か
ら
必
要
な
物
を
買
い

に
行
こ
う
と
す
る
と
、
稚
内
、
浜
頓
別
、
旭
川
ま

で
行
か
な
い
と
買
え
な
い
も
の
が
多
い
の
で
も
う

少
し
物
が
買
え
る
店
が
あ
れ
ば
な
と
思
い
ま
す
。

―

こ
れ
か
ら
の
猿
払
村
に
望
む
と
こ
ろ
、
充
実

し
て
ほ
し
い
施
設
（
こ
ん
な
施
設
・
サ
ー
ビ
ス
が

ほ
し
い
）
な
ど
あ
り
ま
す
か
？

　
私
が
以
前
、
こ
の
広
報
業
務
で
住
民
の
方
の
お

話
を
聞
く
機
会
が
あ
り
、
村
に
は
住
宅
が
少
な
い

と
い
う
お
話
を
さ
れ
て
い
る
の
を
伺
っ
て
か
ら
、

私
も
住
宅
環
境
も
充
実
し
た
ほ
う
が
い
い
と
感
じ

ま
し
た
。
ど
こ
の
マ
チ
も
人
口
減
少
に
悩
む
今
、

住
宅
が
無
け
れ
ば
増
え
る
も
の
も
増
え
な
い
と
思

い
ま
す
。
仮
に
住
め
て
も
築
年
数
が
か
な
り
経
過

し
た
住
宅
が
多
い
状
況
も
マ
イ
ナ
ス
点
だ
と
思
い

ま
し
た
。

　
猿
払
村
に
来
て
か
ら
趣
味
の
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
を

通
じ
て
住
民
の
方
と
ふ
れ
あ
う
機
会
も
多
く
あ
り

ま
す
。
そ
の
中
で
、
村
の
子
ど
も
達
や
住
民
の
方

か
ら
、
公
共
施
設
に
関
し
様
々
な
要
望
を
お
聞
き

す
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
今
後
、
村
職
員
と
し
て

永
く
勤
め
て
い
く
上
で
、
自
分
自
身
も
住
民
の
方

の
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

―

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

鬼志別西町

河 村  耕 多 さん（20歳）

議員議員議員議員

第6回
議員  小山内　浩一

鬼志別南町在住

　
早
い
も
の
で
、
来
年
は
統
一
地
方
選
挙
の
年
に
な
り
ま
す
。

い
ま
、
地
方
で
は
過
疎
化
や
少
子
高
齢
化
で
人
口
減
少
が

進
む
中
、
議
員
の
な
り
手
不
足
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
前
回
・
３
年
前
の
統
一
地
方
選
挙
の
議
会
選
挙
の
結
果

を
見
て
み
る
と
、
人
口
１
万
人
未
満
の
市
町
村
で
は
４
分

の
１
に
あ
た
る
27

％
、
１
千
人
未
満
の
市
町
村
で
は
半
分

以
上
の
65

％
が
無
投
票
に
な
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の

中
に
は
立
候
補
者
が
定
員
に
満
た
ず
、
最
初
か
ら
欠
員
が

出
て
い
る
議
会
も
あ
り
ま
す
。

　
私
自
身
も
３
回
の
選
挙
を
経
験
し
て
い
ま
す
が
、
選
挙

戦
に
な
っ
た
の
は
最
初
の
１
回
目
の
時
だ
け
で
、
そ
の
後

２
回
の
選
挙
は
無
投
票
で
の
当
選
で
し
た
。

　
猿
払
村
も
他
の
地
域
か
ら
比
べ
る
と
人
口
減
少
の
ス
ピ

ー
ド
は
緩
や
か
で
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
日
本
全
体
の
問
題

と
し
て
人
口
減
少
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
中
、
こ
の
問

題
は
さ
ら
に
深
刻
な
も
の
に
な
っ
て
い
く
と
考
え
ら
れ
ま

す
。

　
な
り
手
不
足
の
問
題
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
が
考
え
ら

れ
、
議
会
日
程
の
見
直
し
、
報
酬
の
ア
ッ
プ
等
だ
け
で
解

決
に
は
至
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
議
員
、
議
会
に
興
味
を

持
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
な
活
動
は
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　
こ
の
た
び
の
私
た
ち
の
任
期
も
残
り
少
な
く
な
り
ま
し

た
が
、
よ
り
一
層
充
実
し
た
活
動
を
し
て
、
皆
様
の
た
め

に
な
る
議
会
を
、
ま
た
、
村
民
が
参
画
し
た
く
な
る
よ
う

な
議
会
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

■インタビュアー

　広報特別委員会副委員長　森　克 彦
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